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編　集　後　記

臨床神経学の編集委員を仰せつかってから，毎週１編を
超える投稿論文を読ませていただいている．今回は，共同
執筆者となられる先生方へのメッセージである．投稿論文
を読んで最初に気になってしまうのは誤字脱字，ワープロ
による変換ミスである．これがあると，論文の内容の吟味
以前にこの論文の完成度に疑問を持つことになる．一度読
み始めたときにすぐ気づくことなので，共同執筆者がきち
んと読んで指導していれば，ありえないと思われることが
多々ある．「査読」とは，その論文が投稿された雑誌にふ
さわしい内容であることを評価，検証することであって，
投稿された論文の「校正」ではない．論文の内容以前に校
正レベルの問題になってしまうと，せっかくの素晴らしい
内容であるはずの論文に対する評価は著しく低くなってし
まう．同時に，執筆者のみならず，共同執筆者の方の評価
も大きく下がることになる．

COIについても注意が必要である．査読の際には COI

に関しては確認できないが，常識的に考えて「COIがない」
とは思われない共同執筆者が含まれていることがある．執

筆者は，特に共同執筆者の COIについてもきちんと確認
しておかなければならないし，共同執筆者の方も自分の
COIについてもきちんと執筆者に告げておく必要がある．
論文受諾後に発表されてから COIが抜けていることが発
覚した場合，せっかくの論文が取り下げとなることになる
のみならず，社会的にも大きな問題となることになる．
論文を完成させて投稿して受諾されることで臨床研究や
症例から得られた知見に関する一連の考察が完成し，公に
発表されたことになる．共同執筆者はその論文について一
緒に考え，結論を導き出し，新たな知見を完成させる，ま
さに「共同」の執筆者である責任を負っている．名前を連
ねるからには責任を持って論文を完成させて欲しい．若い
神経内科医を育てる責任ある立場の先生は，どしどし指導
して論文を書かせ，臨床神経学に投稿してもらいたい．査
読者，読者をうならせるような内容ある論文がきっとでき
ることと思う．

 （星野晴彦）


